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IoTを活⽤したスマート農業実証事業報告会
〜⽔⽥⽔管理ICT活⽤コンソーシアム 成果報告〜
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公募要領(抜粋)

• ⽔位と⽔温を測定可能

• 販売価格1万円程度

⽔⽥センサーの開発

• 重⼒式低圧パイプライン向け

• 販売価格3〜4万円程度

⾃動給⽔弁の開発

• 2km以上通信可能

• メンテナンス・設置が容易

無線基地局

実現⽬標︓
⽔管理に係るコストを１／２程度削減する
研究期間は３年間
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⽔⽥⽔管理ICT活⽤コンソーシアムを結成

研究代表機関研究代表機関

⽔⽥センサーの開発、
LoRa基地局及びインフラ提供

⽔⽥センサーの開発、
LoRa基地局及びインフラ提供

⾃動給⽔弁の開発、
アプリの開発

⾃動給⽔弁の開発、
アプリの開発

センサーの最適配置、
⽔管理コストの測定等
センサーの最適配置、
⽔管理コストの測定等

磐⽥市︓(株)農健
袋井市︓鈴⽊政美 原博康 古川伸⼀郎 増⽥勇⼀

農業経営体農業経営体



- 4 -

LoRaWANによる⽔⽥管理システム全体像
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成果物︓⽔⽥センサー
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通信ボックスとセンサーボックスで構成され、簡単に組み⽴て、
設置が可能です。
⽔位・⽔温を30分毎に測定し、単三電池２本で１シーズン稼働。
センサーボックスは防⽔加⼯されており、直接⽔の中につけておくこと

が可能。
シンプルな構造とすることで、低コスト化を実現。

⽔⽥センサー 「LP-01」

通信ボックス部 センサーボックス部
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構造上の⼯夫、設置のしやすさ、コスト削減などを3年間繰り返した
泥にまみれてもきちんと計測でき、低コストを実現するため

3年間の試作の⽇々

試作 Ver1 試作 Ver2

ｚ

試作 Ver3 量産 Ver4

• 製造時期︓2017年10⽉ • 製造時期︓2018年3⽉ • 製造時期︓2019年3⽉ • 製造時期︓2020年以降
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成果物︓LoRaWAN®基地局及び
オープン化構想
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免許不要で使える⻑距離無線技術。
 920MHz帯を利⽤。1km〜2kmぐらいは⾶ぶ(設置⾼さと⾒通し次第)
世界中で使われており、⻑距離無線ネットワーク技術として広く知られている。
仕様に互換性があり、様々なセンサーデバイスを接続可能。

LoRaWAN®(ローラワン)とは
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LoRaWAN®を⽤いた農業IoT展開施策ノウハウを獲得

システム全体を低コストで運⽤するためのノウハウを蓄積
Built-in Server により、⾼価なネットワークサーバが不要に

携帯(LTE)通信
基地局に集約

LoRa 無線通信
通信料⾦無し

LoRa 基地局
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農業IoTシステムのオープン化構想を実現

他社
スマホ
アプリ

IIJ
スマホ
アプリ

⽔管理
プラットフォーム

データ送信

Webアプリ

IIJ IoT
プラット
フォーム

他社センサー

データ送信

Gateway

LoRaWAN® Network
Sever

Gateway

⽔⽥センサー ⾃動給⽔弁

⽔管理に必要となるセンサー群のデータを共通化する「⽔管理プラットフォーム」
を開発。⽔⽥センサーのみならず、⾃動給⽔弁や各種センサー群も簡単に接続する
ことが可能となります。

LTE

LoRaWAN®
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⽇本の農業を、ITの⼒でなんとか⽀援していきたい
農業者⼈⼝の減少・⾼齢化はまったなしの状況。
若くてやる気のある農家に負担が集中する。
 IT企業ができることはまだまだ、たくさんあるはず。

単純に、楽しい︕
現場作業、最⾼です︕

IIJ が考える農業IoT構想
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